
函館市建築審査会口頭審査規程

平成21年12月1日

（趣旨）

第１条 建築基準法（昭和25年法律第2 0 1号）第94条第３項の規定により

函館市建築審査会（以下「建築審査会」という。）が行なう公開による

口頭審査（以下「審査」という。）は，この規程の定めるところによる。

（主宰者）

第２条 審査は，会長またはその都度会長の指名する委員(以下「主宰者」

という。）が主宰する。

（通知および公告）

第３条 会長は，審査を行なおうとするときは，あらかじめ審査請求人，

特定行政庁，建築主事その他の関係人（以下「関係人」という。）に対

し，その出席を求めるため別記様式により通知するとともに，審査の事

由，期日および場所ならびに関係人の住所および氏名または名称を公告

する。

（方法）

第４条 審査は，公開とし，口頭により行う。

（関係人欠席の場合）

第５条 関係人は，審査に出席できないときは，第６条の規定により代理

人を出席させる場合を除くほか，あらかじめその理由を記し，その旨を

会長または主宰者に届け出なければならない。

２ 前項の場合において関係人は，当該事件に関する陳述書を提出するこ

とができる。

３ 前項の陳述書は，審査において朗読させる。

４ 会長は第１項の規定による届出があった場合において必要があると認

めたときは，審査を延期することがある。

５ 前項の場合を除き審査請求をした者が審査に出席せず，かつ，陳述書

を提出しないときは，その他の関係人の申立に基づき審理する。

（代理人）

第６条 関係人は，審査に代理人を出席させることができる。



２ 前項の代理人が審査に出席するときは，委任状を主宰者に提出しなけ

ればならない。

３ 前項の委任状には，関係人と代理人との関係を記載しなければならな

い。

（証人）

第７条 関係人もしくはその代理人は，審査に証人を出席させたいときは，

あらかじめ証人の住所，氏名および証言事項を記載した書面を会長また

は主宰者に提出し許可を受けなければならない。

（主宰者の職権による証拠および参考人）

第８条 主宰者は，審査のために必要と認めるときは，証拠書類を徴し，

または，参考人の出席を求めることがある。

（秩序保持）

第９条 審査会場内の発言は，すべて主宰者の許可を受けなければならな

い。

２ 発言は，聞こうとする事項の範囲をこえてはならない。

３ 主宰者は第２項に反する発言を制止することができる。

４ 主宰者は，前項の制止に従わない者に対しては，発言の禁止または退

場を命ずることができる。

５ 傍聴人は，審査において発言することができない。

６ 主宰者は，必要があると認めたときは，傍聴人の入場を制限し，また

は傍聴人に退場を命じることができる。

（口頭審査の記録）

第10条 審査の庶務に従事することを命ぜられた職員は，審査の状況を詳

細に記録しなければならない。

２ 前項の記録は建築審査会において保存する。

（委任）

第11条 この規程に定めるものを除くほか，審査に関し必要な事項は，別

に主宰者が定める。

附 則

この規程は，平成21年12月1日から施行する。


